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1 および写真 2 に示すように，巨大な鋼管が複雑
に組み合わせられた鉄骨構造となっており，その















































































図 1 溶接法の種類 
 東京 






















200 アンペアといった高電流が使用される． ② 
その温度が 5 千度から 1 万度で，しかも強烈な光
線を発するアーク放電現象を，目(顔)の前の 20～



































としており，1 クラスの定員は約 20 名で，1 日 2
コマ×8 回の授業である．現在 1 年生は 6 クラス
編成であることから，年間 4クォータの内の第 2，















いる(表 1，写真 4)． 
  











































表 1 「機械工作実習 D」の授業内容 
 東京 
写真 4 溶接の実習風景（溶融ショップ） 
 東京 
表 2 溶接検定合格者の推移 
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図 2 溶接技能解析システムのイメージ図 
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写真 5 溶接技能解析システムの全景 
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図 3 技能データのシミュレーション画像例 
 東京 
図 4 熟練技能者の技能データの解析例 
 東京 
図 5 熟練者と未熟練者の比較（立向き溶接） 
 東京 
(a) 熟練者の場合    (b) 未熟練者の場合 
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